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Iプログラムの名称　

総和中央病院　後期研修プログラム

IIはじめに

総和中央病院は、平成1年、自治医大卒業医師が中心となり、一般病棟53床の民間病院として開設しました。平成4年に医療法人化、平成8年にデイケアセンター開設、平成10年に老人保健施設「境町メディカルピクニック」開設(80床)、平成12年に医療療養病棟開設(60床)、平成14年に総合リハビリテーションセンター開設、平成19年に小規模多機能型サービス施設開設と、漸次拡大発展してまいりました。

リハビリテーションセンターについては、茨城県地域リハビリテーションステーションの指定もいただきました。

急性期から慢性期、医療、介護、リハビリと、幅広く対応しております。当院での研修は、地域医療の現場を体験するという意味で価値のあるものになると確信しております。

III対象

自治医科大学地域医療後期研修プログラム研修医

IV修了年限

1～2年

V研修のゴール

当プログラムを修了した医師は、地域住民と患者のニーズに的確に応え、合理的で温かな、信頼される保健医療サービスを自ら提供できるようになり、介護や福祉・産業振興・文化まで含めた幅広い分野のひとびとと協働できる。
VI研修目標

医療

＜1. 外来診療　通常の外来診療が一人でできる。

＜2. 救急外来　一次、二次救急の対応が一人でできる。

＜3. 入院診療　急性期治療(一般病棟)、慢性期治療(療養病棟)、リハビリに関する診療ができる。

＜4. 検査　　　上部消化管内視鏡検査、腹部超音波検査ができる。

＜5.   在宅医療　訪問診療の実施、訪問看護の指示ができる。＞

介護

＜1. 介護保険制度の理解をする。

＜2. 主治意見書、訪問看護指示書が書ける。

リハビリ

＜1. 個々の患者の状態に応じたリハビリ実施計画書を作成できる。

＜2. 診察、カンファレンス等に於いてリハビリの効果を評価できる。

VII資源

1． 指導者

＜研修責任者　岩下 清志　(院長、外科認定医、臨床研修指導医養成講習会修了)

佐々木 将人　(副院長、日本内科学会専門医)

指導医　　　伊藤 拓夫　(小児科)

田中 博之　(内科)

多治見 守泰　(内科)＞

2． 研修施設　

＜総和中央病院　一般病棟(53床)、療養病棟(60床)、透析センター（34床）、リハビリセンター、デイケアセンター、居宅介護支援事業所、在宅介護支援センター、訪問看護ステーション等

老人保健施設　境町メディカルピクニック(80床)

小規模多機能型サービス施設　レーベンス古河　仁寿苑＞

VIII研修スケジュール

　現在のところ特に決まったものはありません。個別に相談の上、上記研修施設を最大限に生かしてオーダーメイドで作成したいと思います。

IX このプログラムの特徴

当院は急性期から慢性期まで、医療保険及び介護保険対応の施設を多数有しております。地域医療を体験するという意味で大変有意義な研修ができるものと確信いたします。

また、自治医大から車で約35分という近さも魅力ではないでしょうか。

